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平成３０年度　実施計画 継続 ソフト（任意）

事務事業の概要

事務事業名 男女共同参画広場事業

担当部名 市民活動部 担当課名 人権政策課 課長名 松村　恒雄

総合計画の
位置づけ

目指す都市像 4 市民の自立と個性を活かすまち

施　　策 4 男女共同参画社会の形成

今後の取組 1 男女共同参画広場機能の充実

4
総合戦略の
位置づけ

基本目標 3‐2‐3 若い世代の結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかなえる

基本的方向 ④ 男女が協力して子育てできる環境をつくる

3

5
行革大綱の
位置づけ

重点項目 　

項　　目 　

改 革 名 　

予算事業名 男女共同参画推進事業費

事業開始年度 平成 23 年度 事業終了年度 平成 年度

事務事業の実施

対象 市民、男女共同参画推進団体等

9
事業の
目的

男女がともに、あらゆる分野で、それぞれの個性と能力を発揮することができ、誰もがいきいきと暮
らしていける社会を実現するため、学習、交流、相談、情報提供の場としての機能を充実させ、男女
共同参画推進の拠点施設とすることを目的とする。

10

改善内
容を踏
まえた
今後の
方向性

2 1　拡大する 2 見直しながら続ける 3 縮小する 4 廃止又は休止する 5 完了する

男女共同参画推進の拠点施設として男女共同参画広場の機能を充実させるために、啓発活動、学習、
情報の収集及び提供、相談並びに市民や推進団体の交流等の推進や支援等を行っていく。また、男女
共同参画広場に常駐する相談員の相談体制を充実させ、市民にとって相談したい時に相談できる身近
な相談窓口となるよう周知していく。

11

事業の
内容

(手法)

【講座等の開催】男女のエンパワメントを支援する講座等の企画・運営等を行っている。
○女性の就職支援のための講座　　○ワーク・ライフ・バランス啓発講座
○女性リーダー育成のための講座
【相談体制】
○『女性による女性のための面接相談』…第1(土) 10:30～13:30，第2･3･4(水) 9:00～12:00
○『女性相談員による電話相談』…第1～4(水) 13:00～16:00
○常駐する男女共同参画広場指導員による面接相談及び電話相談

平成３０年度からの
拡充・変更内容

（予算措置を必要とする
ものに限る）

12

指標の
推移

名称（単位）
29年度 30年度 31年度 32年度

（総計目標値） （見込み） （見込み） （見込み）

8,196

成果指標 男女共同参画広場講座参加人数(人) 800 800 800 800

活動指標
男女共同参画広場相談件数(件) 350 350 350 350

13

コストの推移（単位：千円） （当初予算） （予算要求） （見込み） （見込み）

歳出（直接事業費）（a） 8,187 8,188 8,196

歳入（b）
受益者負担額 72 0 0 0

国県補助金等その他

（a） － （b）　＝　一般財源 8,115 8,188 8,196 8,196

増額理由 継続事業 （100万円以上増額となった理由をお選びください）

備　　　　考

「総合戦略３－2－3 ④にも該当」
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平成３０年度　実施計画 継続 ソフト（任意）

事務事業の概要

事務事業名 男女共同参画啓発事業

担当部名 市民活動部 担当課名 人権政策課 課長名 松村　恒雄

総合計画の
位置づけ

目指す都市像 4 市民の自立と個性を活かすまち

施　　策 4 男女共同参画社会の形成

今後の取組 2 男女共同参画の推進・啓発

4
総合戦略の
位置づけ

基本目標 3‐2‐3 若い世代の結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかなえる

基本的方向 ④ 男女が協力して子育てできる環境をつくる

3

5
行革大綱の
位置づけ

重点項目 　

項　　目 　

改 革 名 　

予算事業名 報酬給与費・男女共同参画推進事業費

事業開始年度 平成 年度 事業終了年度 平成 年度

事務事業の実施

対象 市民、市職員等 

9
事業の
目的

男女共同参画社会を実現していくため、様々な機会を捉えて男女共同参画を推進する教育・学習の充
実を図っていくことを目的とする。

10

改善内
容を踏
まえた
今後の
方向性

2 1　拡大する 2 見直しながら続ける 3 縮小する 4 廃止又は休止する 5 完了する

男女があらゆる分野に対等に参画し、個性と能力が発揮できるまちを目指し、市民一人ひとりが男女
共同参画の必要性について理解していただけるよう、講座内容や啓発方法等を吟味し、効果的な広
報･啓発を進めていくことが重要である。

11

事業の
内容

(手法)

【講演会･講座･研修会の開催】男女共同参画推進に向けた講座等の企画･運営を行なっている。
○市民協働・参加型による男女共同参画事業を開催　　○男女共同参画職員研修を開催　など
【推進体制】
○男女共同参画審議会、男女共同参画推進委員会、実務担当者部会
【託児事業】
○市主催行事への託児事業を実施

平成３０年度からの
拡充・変更内容

（予算措置を必要とする
ものに限る）

12

指標の
推移

名称（単位）
29年度 30年度 31年度 32年度

（総計目標値） （見込み） （見込み） （見込み）

2,147

成果指標 審議会等における女性の登用率(%) 30 30 30 30

活動指標
市民協働・参加型事業の参加人数(人) 400 400 400 400

13

コストの推移（単位：千円） （当初予算） （予算要求） （見込み） （見込み）

歳出（直接事業費）（a） 5,544 2,116 2,147

歳入（b）
受益者負担額

国県補助金等その他

（a） － （b）　＝　一般財源 5,544 2,116 2,147 2,147

増額理由 継続事業 （100万円以上増額となった理由をお選びください）

備　　　　考

「総合戦略３－2－3 ④にも該当」
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